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令和4年　第5回定例会（9月8日～9月29日）

第 号

表紙写真募集中　詳しくは8ページへ道風くん

「七五三詣り」　コロナ禍により、中止を余儀なくされていた地域の行事が久しぶりに開催されました。私自身も育ったこの町で、この神社で息子の健やか
な成長を感謝、祈願した日の思い出の一枚です。脱いだ着物は破れ、足元のスニーカーも良い思い出です。　　　撮影者：松井 夏海　撮影場所：坂下神社

■視覚障がいのある方に、本紙を音訳した「声のかすがい市議会だより」（カセットテープ又はＣＤ）を郵送します。
　事前に登録が必要ですので、ご希望の方はご連絡ください。

編
集
後
記

〒486－8686　愛知県春日井市鳥居松町５－４４　☎（0568）81－5111（代）

市議会だよりのホームページアドレス　https://www.city.kasugai.lg.jp/shigikai/dayori.html

■発行╱春日井市議会
■編集╱議会報編集委員会 ■問い合わせ　議事課　☎（0568）85－6492
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委 員 会 開 催 状 況
○　文教経済委員会（８月１６日）
　　報告事項
　　　１　春日井市観光によるにぎわい創出基
　　　　　本計画（中間案）について
　　　２　株式会社ホテルプラザ勝川の経営状
　　　　　況について
　　　３　令和４年度教育に関する事務の点検
　　　　　及び評価報告書について
○　厚生委員会（８月１７日）
　　報告事項
　　　１　社会福祉法人春日井市社会福祉協議
　　　　　会の経営状況について
　　　２　保育園の整備について
○　建設委員会（８月１８日）
　　協議事項
　　　１　公共交通整備に係る要望活動について
　　報告事項
　　　１　市営下原第２住宅について
　　　２　旧西藤山台小学校施設公共管理区域
　　　　　の整備について
　　　３　潮見坂平和公園合葬式墓地の制度設
　　　　　計について
　　　４　下水道事業受益者負担金について
○　総務委員会（８月１９日）
　　報告事項
　　　１　土地開発公社の経営の健全化に関す
　　　　　る計画の実施結果について
○　文教経済委員会（9月14日）　
　　付託議案11件、請願2件
○　厚生委員会（9月15日）　付託議案9件
○　建設委員会（9月16日）　付託議案8件
○　総務委員会（9月20日）　付託議案5件
○　総務委員会（9月29日）　付託議案1件
○　厚生委員会（9月29日）　付託議案1件

令 和 4 年 第 6 回 定 例 会 予 定

写 真 募 集

応募者本人が、春日井市内
において概ね１年以内に撮
影した未発表のもの

応募方法

持参、郵送またはEメールに
て、写真（※）と所定の応募用
紙を、議事課まで提出してく
ださい。また、応募作品は原
則返却しません。

※写真データ（３ＭＢ以下）、現像写真（Ｌ判以上Ａ４サイズ以下）のもの
でＡ４サイズで印刷し、被写体が鮮明に確認できるもの。
※Ｅメールで応募いただく場合、容量制限（本文と添付ファイルの合
計３ＭＢ以下）があるため、複数の写真をＥメールで応募される場
合等は、事前に議事課へご連絡ください。
※詳しくは春日井市議会ホームページをご覧ください。
https://www.city.kasugai.lg.jp/shigikai/1020123.html

もくじ

「どちらが本物の
風景？」　池面が

止水状態の時、鏡
の様に映し出され

る様子がまさに美
しく感じられます

。どちらが本物か
探ってみて下さい

。　撮影場所：落合
公園（この写真は

上下逆です）

道風くん
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令和2年　第6回定例会
（11月30日～

12月17日）

号

表紙写真募集
中　詳しくは

8ページへ

2021年（令和3年
）2月

募集する写真

▽11月29日（火）   10:00～　本会議(提案理由説明)
▽12月  1日（木）   10:00～　本会議(質疑、委員会付託)
▽12月  5日（月）  　9:00～　文教経済委員会
▽12月  6日（火）  　9:00～　厚生委員会
▽12月  7日（水）     9:00～　建設委員会

　
本
定
例
会
で
は
、
令
和
３

年
度
の
決
算
や
令
和
４
年

度
の
補
正
予
算
等
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
３
年
度
の
決
算
を
み
る

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

影
響
か
ら
、
歳
入
・
歳
出
、

ど
ち
ら
も
、
通
常
と
は
異

な
る
行
財
政
運
営
が
な
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

今
後
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代

を
見
据
え
、
市
民
の
皆
様

の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
議

会
で
の
活
発
な
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、

よ
り
市
議
会
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

議
会
報
編
集
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
親
し
み
や

す
い
市
議
会
だ
よ
り
に
す

る
た
め
今
後
も
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。編

集
委
員
一
同

▽12月  8日（木）   　9:00～　総務委員会
▽12月12日（月）    10:00～　本会議(一般質問)
▽12月13日（火）    10:00～　本会議(一般質問)
▽12月15日（木）    10:00～　本会議(採決)
※議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

次号２月発行第122号の表紙写真を12月14日まで受け付けています。
編集の都合により、過去に春日井市議会議長賞を受賞した作品（書・ポ
スター等）を掲載することがあります。



かすがい市議会だより かすがい市議会だより

　
任
期
満
了
に
伴
い
、公
平
委
員
会
委
員
に
岩

本
靖
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
も

ち
、健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
は
、す
べ
て

の
国
民
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。し
か
し
、学
校

現
場
で
は
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
む
け
て

真
摯
に
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま

く
教
育
課
題
は
依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
て
い
な

い
。ま
た
、特
別
な
支
援
や
日
本
語
教
育
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
も
多
く
、一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
の
十
分
な
時
間
が
確

保
で
き
な
い
な
ど
の
課
題
に
も
直
面
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、学
習

内
容
や
授
業
時
数
が
増
加
し
、子
ど
も
た
ち
や

学
校
現
場
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
、政
府
予
算
に
お
い
て
、小
学
校
に
お

け
る
高
学
年
の
教
科
担
任
制
の
推
進
と
35
人
学

級
の
計
画
的
な
整
備
な
ど
の
た
め
の
教
職
員
定

数
改
善
が
盛
り
込
ま
れ
た
。し
か
し
、中
学
校
に

お
け
る
少
人
数
学
級
の
推
進
や
教
職
員
定
数
改

善
計
画
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
の
施
策
と
し
て
は
、

不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

【
電
力・ガ
ス・食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
】

予
算
額
　
16
億
５
１
３
０
万
円

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負

担
増
を
踏
ま
え
、特
に
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
に
対
し
、一
世
帯
あ
た
り
５
万
円
の
支

給
を
す
る
も
の
で
す
。

【
私
立
保
育
園
等
給
食
材
料
費
高
騰
対
策
】

予
算
額
　
１
５
６
０
万
円

　
保
育
事
業
者
に
対
し
て
、上
半
期
支
援
し
て
き

た
給
食
材
料
費
高
騰
分
に
つ
い
て
、保
護
者
の
負

担
の
無
い
よ
う
引
き
続
き
半
年
分
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
補
助
】

　
予
算
額
　
８
５
２
０
万
円

　
今
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

た
め
、県
の
補
助
金
を
活
用
し
65
歳
以
上
の
高
齢

者
等
の
自
己
負
担
分
の
助
成
を
行
い
、無
料
で
実

施
す
る
も
の
で
す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
】　

予
算
額
　
７
億
２
６
５
０
万
円

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
２
価
ワ
ク
チ
ン
追
加
接

種
と
、５
〜
11
歳
の
３
回
目
接
種
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

契
約
金
額
　
１
６
６
億
８
７
０
０
万
円

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
２
工
場
は
、ご
み
処
理
施
設
と
し
て

平
成
14
年
10
月
よ
り
供
用
開
始
し
て
お
り
、令
和
９
年
度
に
は

焼
却
設
備
の
耐
用
年
数
と
さ
れ
て
い
る
25
年
を
迎
え
ま
す
。そ

の
た
め
、ご
み
処
理
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
規
模
適
正
化
を
図

り
、今
後
も
安
全
か
つ
適
正
な
ご
み
処
理
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、焼
却
設
備
及
び
そ
れ
に
附
帯
す
る
設
備
機
器
の
改
良
工
事

を
実
施
し
、施
設
の
延
命
化
を
図
る
も
の
で
す
。

契
約
金
額
　
６
億
４
９
０
０
万
円

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
１
工
場
は
、本
年
１
月
に
発
生
し
た

可
燃
ご
み
ピ
ッ
ト
の
火
災
に
よ
り
、焼
却
設
備
や
破
砕
設
備
な

ど
が
停
止
し
て
い
ま
す
。今
後
も
ご
み
処
理
を
安
全
か
つ
安
定

的
に
行
っ
て
い
く
た
め
、焼
損
し
た
ク
レ
ー
ン
設
備
や
破
砕
設

備
な
ど
の
復
旧
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

取
得
価
格
　
２
８
８
２
万
円

　
P
E
N
食
器
と
は
、P
E
N（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ナ
フ
タ
レ
ー

ト
）を
主
成
分
と
し
た
合
成
樹
脂
で
で
き
て
お
り
、原
料
、着
色

剤
に
発
が
ん
物
質
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
は
含
ま
れ
て
い
な
い
食
器

で
す
。 

　
今
回
取
得
す
る
食
器
は
新
し
い
調
理
場
に
お
い
て
使
用
さ
れ

る
も
の
で
す
。

【
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
】　

決
算
額
　
１
億
６
９
５
７
万
円

　
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
春
日
井
２
階
に
令
和
４
年

２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
愛
称「
ぐ
り
ん
ぐ
り
ん
」

の
初
度
調
弁
と
し
て
、大
型
遊
具
、子
ど
も
の
年

齢
区
分
に
応
じ
た
４
つ
の
エ
リ
ア
ご
と
の
玩
具
、

そ
の
他
お
む
つ
交
換
台
や
調
乳
用
温
水
器
、券
売

機
、サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
必
要
な
物
品
を
購
入

し
、季
節
や
天
候
に
関
係
な
く
乳
児
か
ら
小
学

生
ま
で
の
子
ど
も
達
が
思
い
き
り
遊
べ
る
屋
内

遊
び
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

【
私
立
保
育
園
施
設
整
備
等
補
助
】　
　
　

予
算
額
　
３
億
３
６
２
５
万
円

　
令
和
５
年
度
に
美
濃
町
と
下
市
場
町
に
新
設

さ
れ
る
私
立
保
育
園
２
園
に
対
し
て
整
備
費
の

補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
春
日
マ
リ
ア
幼
稚
園
が
令
和
５
年
度
よ

り
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
こ

と
に
対
す
る
補
助
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

【
旧
西
藤
山
台
小
学
校
施
設
小
工
事
】　
　

予
算
額
　
１
億
７
０
０
万
円

　
令
和
６
年
春
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
旧
西
藤
山

台
小
学
校
施
設
に
お
い
て
、公
共
エ
リ
ア
の
土

木
工
事
に
つ
い
て
整
備
内
容
が
確
定
し
た
た

め
、先
行
し
て
工
事
を
行
う
た
め
の
補
正
予
算

で
す
。

　
本
市
で
は
、令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正
に
よ
り
、

子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
が
18
歳
の
年
度
末

ま
で
の
医
療
保
険
適
用
後
の
入
院
費
の
全
額
助

成
に
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
改
正
で
は
、

こ
の
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
を
さ
ら
に
拡
充

し
、令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
18
歳
の
年
度

末
ま
で
の
医
療
保
険
適
用
後
の
通
院
費
に
つ
い

て
も
全
額
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。
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認定

認
定
第
１
号

令
和
３
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

議案
Pick Up

可決

第
63
号
議
案
　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

議案
Pick Up

可決

第
71
号
議
案

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
２
工
場

基
幹
的
設
備
改
良
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

議案
Pick Up

可決

第
72
号
議
案

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
１
工
場

火
災
復
旧
修
繕
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

議案
Pick Up

可決

第
76
号
議
案

P
E
N
食
器
の
取
得
に
つ
い
て

議案
Pick Up

同意

人
事
案
件

公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
の
同
意
に
つ
い
て

第
79
号
議
案

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

可決

議案
Pick Up

可決

議
員
提
出
第
２
号
議
案

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

議案
Pick Up

可決

第
68
号
議
案

医
療
費
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

議案
Pick Up

　今定例会では、令和３年度決算1１件、令和４年度補正予算案5件のほ
か、条例案４件、一般議案８件、報告12件、人事案件1件、議員提出議案2件
が提出されました。

　
少
人
数
学
級
は
、保
護
者
・
県
民
か
ら
も
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
に
き
め
細
か
な
対
応
が
で
き

る
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。山
積
す
る
課

題
に
対
応
し
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
を
行
う
た
め
に
も
、少
人
数
学
級

の
さ
ら
な
る
拡
充
を
含
め
た
定
数
改
善
計
画
の

早
期
策
定
・
実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
。　

　
ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
、均
等
に一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
は
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
。し
か
し
、義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国
庫
負
担
率
は
、

２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

ま
ま
で
あ
り
、自
治
体
の
財
政
は
圧
迫
さ
れ
て

い
る
。教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
確
保
の
た
め

に
、義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
と

も
に
、国
庫
負
担
率
を
２
分
の
１
へ
復
元
す
る
こ

と
は
、国
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き

な
責
任
の一つ
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、当
議
会
は
政
府
に
対
し
、来
年
度
の

政
府
予
算
編
成
に
あ
た
り
、定
数
改
善
計
画
の

早
期
策
定
・
実
施
と
、義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
と
と
も
に
、国
庫
負
担
率
２
分
の

１
へ
の
復
元
に
向
け
て
、十
分
な
教
育
予
算
を
確

保
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
以
上
、地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
、

意
見
書
を
提
出
す
る
。

宛
先

　
　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
内
閣
官
房
長
官

　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
財
務
大
臣

　
　
総
務
大
臣

※表示単位未満四捨五入

※表示単位未満四捨五入

公共用地先行取得事業
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
民家防音事業
春日井インター北企業用地整備事業
潮見坂平和公園事業
　　　小　　計
　　　合　　計

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

20,056,643

1,964,717

6,453,649

233,482

6,814,588

5,198,414

18,555,658

4,823,682

5,580,301

1,634,797

6,633,269

7,740,987

1,500,985

△ 2,858,964

873,348

△ 1,401,316

181,318

△ 2,542,573

81,066
25,869,164
5,166,712
22,975,919

17,211
33,070
135,911

54,279,053
172,964,523

81,066
25,484,871
5,044,623
22,366,034

17,211
25,264
135,911

53,154,979
170,601,259

1,000,230
0

384,294
122,088
609,885

0
0
0

1,116,267
2,116,497

特

別

会

計

118,685,470 117,446,280一 般 会 計
会　計　名

会　計　名

歳入

区分 収入 支出 差引

歳出 実質収支
単位：千円 ※

単位：千円 ※

・ 実質収支とは、歳入歳出の差引額から翌年度繰越財源を引いたもの

・ 収益的収支とは、経営活動全般に関する収支
・ 資本的収支とは、施設の建設などに関する収支

一般会計・特別会計

企業会計

市民病院事業

水道事業

公共下水道事業

道風くん

令和３年度決算総括 一般会計決算の内訳

歳入

歳出

※

※



かすがい市議会だより かすがい市議会だより

　
任
期
満
了
に
伴
い
、公
平
委
員
会
委
員
に
岩

本
靖
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
も

ち
、健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
は
、す
べ
て

の
国
民
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。し
か
し
、学
校

現
場
で
は
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
む
け
て

真
摯
に
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま

く
教
育
課
題
は
依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
て
い
な

い
。ま
た
、特
別
な
支
援
や
日
本
語
教
育
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
も
多
く
、一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
の
十
分
な
時
間
が
確

保
で
き
な
い
な
ど
の
課
題
に
も
直
面
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、学
習

内
容
や
授
業
時
数
が
増
加
し
、子
ど
も
た
ち
や

学
校
現
場
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
、政
府
予
算
に
お
い
て
、小
学
校
に
お

け
る
高
学
年
の
教
科
担
任
制
の
推
進
と
35
人
学

級
の
計
画
的
な
整
備
な
ど
の
た
め
の
教
職
員
定

数
改
善
が
盛
り
込
ま
れ
た
。し
か
し
、中
学
校
に

お
け
る
少
人
数
学
級
の
推
進
や
教
職
員
定
数
改

善
計
画
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
の
施
策
と
し
て
は
、

不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

【
電
力・ガ
ス・食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
】

予
算
額
　
16
億
５
１
３
０
万
円

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負

担
増
を
踏
ま
え
、特
に
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
に
対
し
、一
世
帯
あ
た
り
５
万
円
の
支

給
を
す
る
も
の
で
す
。

【
私
立
保
育
園
等
給
食
材
料
費
高
騰
対
策
】

予
算
額
　
１
５
６
０
万
円

　
保
育
事
業
者
に
対
し
て
、上
半
期
支
援
し
て
き

た
給
食
材
料
費
高
騰
分
に
つ
い
て
、保
護
者
の
負

担
の
無
い
よ
う
引
き
続
き
半
年
分
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
補
助
】

　
予
算
額
　
８
５
２
０
万
円

　
今
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

た
め
、県
の
補
助
金
を
活
用
し
65
歳
以
上
の
高
齢

者
等
の
自
己
負
担
分
の
助
成
を
行
い
、無
料
で
実

施
す
る
も
の
で
す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
】　

予
算
額
　
７
億
２
６
５
０
万
円

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
２
価
ワ
ク
チ
ン
追
加
接

種
と
、５
〜
11
歳
の
３
回
目
接
種
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

契
約
金
額
　
１
６
６
億
８
７
０
０
万
円

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
２
工
場
は
、ご
み
処
理
施
設
と
し
て

平
成
14
年
10
月
よ
り
供
用
開
始
し
て
お
り
、令
和
９
年
度
に
は

焼
却
設
備
の
耐
用
年
数
と
さ
れ
て
い
る
25
年
を
迎
え
ま
す
。そ

の
た
め
、ご
み
処
理
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
規
模
適
正
化
を
図

り
、今
後
も
安
全
か
つ
適
正
な
ご
み
処
理
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、焼
却
設
備
及
び
そ
れ
に
附
帯
す
る
設
備
機
器
の
改
良
工
事

を
実
施
し
、施
設
の
延
命
化
を
図
る
も
の
で
す
。

契
約
金
額
　
６
億
４
９
０
０
万
円

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
１
工
場
は
、本
年
１
月
に
発
生
し
た

可
燃
ご
み
ピ
ッ
ト
の
火
災
に
よ
り
、焼
却
設
備
や
破
砕
設
備
な

ど
が
停
止
し
て
い
ま
す
。今
後
も
ご
み
処
理
を
安
全
か
つ
安
定

的
に
行
っ
て
い
く
た
め
、焼
損
し
た
ク
レ
ー
ン
設
備
や
破
砕
設

備
な
ど
の
復
旧
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

取
得
価
格
　
２
８
８
２
万
円

　
P
E
N
食
器
と
は
、P
E
N（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ナ
フ
タ
レ
ー

ト
）を
主
成
分
と
し
た
合
成
樹
脂
で
で
き
て
お
り
、原
料
、着
色

剤
に
発
が
ん
物
質
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
は
含
ま
れ
て
い
な
い
食
器

で
す
。 

　
今
回
取
得
す
る
食
器
は
新
し
い
調
理
場
に
お
い
て
使
用
さ
れ

る
も
の
で
す
。

【
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
】　

決
算
額
　
１
億
６
９
５
７
万
円

　
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
春
日
井
２
階
に
令
和
４
年

２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
愛
称「
ぐ
り
ん
ぐ
り
ん
」

の
初
度
調
弁
と
し
て
、大
型
遊
具
、子
ど
も
の
年

齢
区
分
に
応
じ
た
４
つ
の
エ
リ
ア
ご
と
の
玩
具
、

そ
の
他
お
む
つ
交
換
台
や
調
乳
用
温
水
器
、券
売

機
、サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
必
要
な
物
品
を
購
入

し
、季
節
や
天
候
に
関
係
な
く
乳
児
か
ら
小
学

生
ま
で
の
子
ど
も
達
が
思
い
き
り
遊
べ
る
屋
内

遊
び
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

【
私
立
保
育
園
施
設
整
備
等
補
助
】　
　
　

予
算
額
　
３
億
３
６
２
５
万
円

　
令
和
５
年
度
に
美
濃
町
と
下
市
場
町
に
新
設

さ
れ
る
私
立
保
育
園
２
園
に
対
し
て
整
備
費
の

補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
春
日
マ
リ
ア
幼
稚
園
が
令
和
５
年
度
よ

り
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
こ

と
に
対
す
る
補
助
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

【
旧
西
藤
山
台
小
学
校
施
設
小
工
事
】　
　

予
算
額
　
１
億
７
０
０
万
円

　
令
和
６
年
春
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
旧
西
藤
山

台
小
学
校
施
設
に
お
い
て
、公
共
エ
リ
ア
の
土

木
工
事
に
つ
い
て
整
備
内
容
が
確
定
し
た
た

め
、先
行
し
て
工
事
を
行
う
た
め
の
補
正
予
算

で
す
。

　
本
市
で
は
、令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正
に
よ
り
、

子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
が
18
歳
の
年
度
末

ま
で
の
医
療
保
険
適
用
後
の
入
院
費
の
全
額
助

成
に
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
改
正
で
は
、

こ
の
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
を
さ
ら
に
拡
充

し
、令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
18
歳
の
年
度

末
ま
で
の
医
療
保
険
適
用
後
の
通
院
費
に
つ
い

て
も
全
額
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。
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認定

認
定
第
１
号

令
和
３
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

議案
Pick Up

可決

第
63
号
議
案
　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

議案
Pick Up

可決

第
71
号
議
案

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
２
工
場

基
幹
的
設
備
改
良
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

議案
Pick Up

可決

第
72
号
議
案

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
１
工
場

火
災
復
旧
修
繕
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

議案
Pick Up

可決

第
76
号
議
案

P
E
N
食
器
の
取
得
に
つ
い
て

議案
Pick Up

同意

人
事
案
件

公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
の
同
意
に
つ
い
て

第
79
号
議
案

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

可決

議案
Pick Up

可決

議
員
提
出
第
２
号
議
案

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

議案
Pick Up

可決

第
68
号
議
案

医
療
費
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

議案
Pick Up

　今定例会では、令和３年度決算1１件、令和４年度補正予算案5件のほ
か、条例案４件、一般議案８件、報告12件、人事案件1件、議員提出議案2件
が提出されました。

　
少
人
数
学
級
は
、保
護
者
・
県
民
か
ら
も
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
に
き
め
細
か
な
対
応
が
で
き

る
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。山
積
す
る
課

題
に
対
応
し
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
を
行
う
た
め
に
も
、少
人
数
学
級

の
さ
ら
な
る
拡
充
を
含
め
た
定
数
改
善
計
画
の

早
期
策
定
・
実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
。　

　
ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
、均
等
に一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
は
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
。し
か
し
、義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国
庫
負
担
率
は
、

２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

ま
ま
で
あ
り
、自
治
体
の
財
政
は
圧
迫
さ
れ
て

い
る
。教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
確
保
の
た
め

に
、義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
と

も
に
、国
庫
負
担
率
を
２
分
の
１
へ
復
元
す
る
こ

と
は
、国
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き

な
責
任
の一つ
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、当
議
会
は
政
府
に
対
し
、来
年
度
の

政
府
予
算
編
成
に
あ
た
り
、定
数
改
善
計
画
の

早
期
策
定
・
実
施
と
、義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
と
と
も
に
、国
庫
負
担
率
２
分
の

１
へ
の
復
元
に
向
け
て
、十
分
な
教
育
予
算
を
確

保
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
以
上
、地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
、

意
見
書
を
提
出
す
る
。

宛
先

　
　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
内
閣
官
房
長
官

　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
財
務
大
臣

　
　
総
務
大
臣

※表示単位未満四捨五入

※表示単位未満四捨五入

公共用地先行取得事業
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
民家防音事業
春日井インター北企業用地整備事業
潮見坂平和公園事業
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0
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歳出 実質収支
単位：千円 ※

単位：千円 ※

・ 実質収支とは、歳入歳出の差引額から翌年度繰越財源を引いたもの

・ 収益的収支とは、経営活動全般に関する収支
・ 資本的収支とは、施設の建設などに関する収支

一般会計・特別会計

企業会計

市民病院事業

水道事業

公共下水道事業

道風くん

令和３年度決算総括 一般会計決算の内訳

歳入

歳出

※

※



質問者　自由クラブ　奥村　昇次 担　当　市民活動推進課 ・ デジタル推進課
「市民のスマホ普及率100％を目指す」ことについて

【質 問】町内会加入率57％を向上させる方策で、町内
会に電子回覧板の導入が考えられる。電子回覧板は、
防災、防犯、ごみ、町内行事等の情報をスマホ等でいつ
でもどこでも確認でき、町内会運営省力化や情報伝達
迅速化に繋がる。電子回覧板等今後益々デジタル化
する市の施策に対応する為、市民のスマホ普及率向上
が必要で、最終的に100％を目指すことの考えを問う。

【答弁】町内会への電子回覧板の導入については、様々なメリット
がある一方で課題もあることから、他市の事例や費
用対効果の観点を踏まえつつ、町内会活動支援検
討会議でご意見を伺いながら調査研究していきま
す。多くの市民の皆様がスマートフォンを保有して
いることを踏まえ、市民の利便性及び職員の事務効
率化をより高めるため、サービス等の検討を進めま
す。利用方法を学ぶ機会は重要であり、今後も身近
に学ぶ機会づくりに努めます。

1

質問者　無会派　はせ　かずや 担　当　経済振興課
本市における観光推進について

【質 問】「観光によるにぎわい創出基本計画」中間案は、
従来より観光に対する取組みが前向きだ｡どのように
計画を実行していくのか。また、以前から要望している
愛岐トンネル群保存再生委員会への支援に関して、連
携強化と共に受入環境や施設の整備など具体的に示
され高く評価する｡県や多治見市との協力調整は喫緊
の課題だが、どう取組むのか市の考えを問う｡

【答弁】本計画の推進にあたっては、市や関係団体、事業者、市民な
どが一体となった「オール春日井」の体制を築
き、さらなる連携の強化を図っていきます。ま
た、保存会が愛岐トンネル群を適切に活用で
きるように、まずは、市と保存会が連携しなが
ら、課題を整理し共有することから始め、その
解決に向けて方策を検討していきます。必要
に応じて、愛知県や多治見市といった行政機
関とも調整を行っていきたいと考えています。

4

質問者　自由クラブ　金沢　はるき 担　当　学校教育課
部活動の地域移行について

【質 問】公立中学校の運動部活動の運営主体が学校
ではなく地域や民間クラブ等の学校外に託される、い
わゆる「部活動の地域移行」が国で議論されている。地
域移行により部活動に月謝が発生すると言われている
が、あらゆる教育の機会は均等であるべきであり、経済
格差が教育格差を招くことがあってはいけない。生活
困窮世帯への部活動支援の対応等を伺う。

【答弁】部活動は、子どもたちが、スポーツ・文化活動を通して様々
なことを経験し、健やかに成長するための重要な活動と考えていま
す。国は、地域移行に伴い、必要な費用を受益者負担とすることを
原則としていますが、いかなる場合も、経済的
な問題で子どもたちがスポーツ・文化活動に
参加できないという事態を生じさせてはなら
ないと考えており、導入時期とあわせて、費用
負担のあり方や支援のあり方を検討していき
ます。

3

質問者　市民クラブ　鈴木　秀尚 担　当　学校教育課 ・ スポーツ課 ・ 文化・生涯学習課
部活動の地域移行について

【質 問】国は来年度からの3年間で、先ずは休日部活動
について集中的に地域移行を進める方針を示してい
る。①本市では、どのように地域移行を進めていくの
か。現状の課題や今後の進め方について教育委員会
の考えを問う。②地域移行の受け皿となり得る側の文
化スポーツ部としては、この課題をどのように捉えてい
るのか、検討状況や今後の取組みについて問う。

【答弁】①休日に活動している部活動181部を全て移行できる受け
皿が地域に無いため、当面の間は、学校管理下から市教委管理下
の活動に移行し、指導員確保に向け、希望する教員の兼業・兼職の
仕組みの構築を検討します。②本市の教育委
員会が進めている地域移行にかかる検討状況
の共有や国等の情報収集を行っています。今
後も地域移行の方向性に基づき、教育委員会
等と連携を図り、地域移行が円滑に進むよう
努めていきます。

2

かすがい市議会だより

道風くん

市政全般にわたる問題について質問します市政全般にわたる問題について質問します

　今回の定例会では、14人の議員が市の考え方
や方針など、市政全般にわたり、28項目の一般
質問を行いました。

　一般質問は、市当局に対し施策・事業などの現状や将来計画の考え方など、
市民に密着した問題をただすため行うものです。
　各議員の質問と当局の答弁を、要旨で掲載しています。
　（一般質問については、質問者から提出された原稿で掲載しています。）
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定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願書請願第4号

私立高校に子どもを通わせる保護者に対する授業料助成金の拡充を求める請願書請願第5号

採択

採択

63
64

65

66

79

67

68

69

70

71

72

73
74
75
76
77

78

80

令和３年度一般会計歳入歳出決算
令和３年度公共用地先行取得事業特別
会計歳入歳出決算
令和３年度国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算
令和３年度後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算
令和３年度介護保険事業特別会計歳
入歳出決算
令和３年度民家防音事業特別会計歳
入歳出決算
令和３年度春日井インター北企業用地
整備事業特別会計歳入歳出決算
令和３年度潮見坂平和公園事業特別
会計歳入歳出決算
令和３年度春日井市民病院事業会計決
算
令和３年度水道事業会計決算
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令和４年度国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）
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令和４年度介護保険事業特別会計補正
予算（第１号）
令和４年度一般会計補正予算（第５号）

職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例

医療費の支給に関する条例の一部を改正
する条例
自転車等駐車場条例の一部を改正する条
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クリーンセンター第２工場基幹的設備改
良工事の請負契約
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公平委員会委員の選任の同意
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育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求
める意見書
国の私学助成の拡充に関する意見書
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質問者　自由クラブ　奥村　昇次 担　当　市民活動推進課 ・ デジタル推進課
「市民のスマホ普及率100％を目指す」ことについて

【質 問】町内会加入率57％を向上させる方策で、町内
会に電子回覧板の導入が考えられる。電子回覧板は、
防災、防犯、ごみ、町内行事等の情報をスマホ等でいつ
でもどこでも確認でき、町内会運営省力化や情報伝達
迅速化に繋がる。電子回覧板等今後益々デジタル化
する市の施策に対応する為、市民のスマホ普及率向上
が必要で、最終的に100％を目指すことの考えを問う。

【答弁】町内会への電子回覧板の導入については、様々なメリット
がある一方で課題もあることから、他市の事例や費
用対効果の観点を踏まえつつ、町内会活動支援検
討会議でご意見を伺いながら調査研究していきま
す。多くの市民の皆様がスマートフォンを保有して
いることを踏まえ、市民の利便性及び職員の事務効
率化をより高めるため、サービス等の検討を進めま
す。利用方法を学ぶ機会は重要であり、今後も身近
に学ぶ機会づくりに努めます。

1

質問者　無会派　はせ　かずや 担　当　経済振興課
本市における観光推進について

【質 問】「観光によるにぎわい創出基本計画」中間案は、
従来より観光に対する取組みが前向きだ｡どのように
計画を実行していくのか。また、以前から要望している
愛岐トンネル群保存再生委員会への支援に関して、連
携強化と共に受入環境や施設の整備など具体的に示
され高く評価する｡県や多治見市との協力調整は喫緊
の課題だが、どう取組むのか市の考えを問う｡

【答弁】本計画の推進にあたっては、市や関係団体、事業者、市民な
どが一体となった「オール春日井」の体制を築
き、さらなる連携の強化を図っていきます。ま
た、保存会が愛岐トンネル群を適切に活用で
きるように、まずは、市と保存会が連携しなが
ら、課題を整理し共有することから始め、その
解決に向けて方策を検討していきます。必要
に応じて、愛知県や多治見市といった行政機
関とも調整を行っていきたいと考えています。

4

質問者　自由クラブ　金沢　はるき 担　当　学校教育課
部活動の地域移行について

【質 問】公立中学校の運動部活動の運営主体が学校
ではなく地域や民間クラブ等の学校外に託される、い
わゆる「部活動の地域移行」が国で議論されている。地
域移行により部活動に月謝が発生すると言われている
が、あらゆる教育の機会は均等であるべきであり、経済
格差が教育格差を招くことがあってはいけない。生活
困窮世帯への部活動支援の対応等を伺う。

【答弁】部活動は、子どもたちが、スポーツ・文化活動を通して様々
なことを経験し、健やかに成長するための重要な活動と考えていま
す。国は、地域移行に伴い、必要な費用を受益者負担とすることを
原則としていますが、いかなる場合も、経済的
な問題で子どもたちがスポーツ・文化活動に
参加できないという事態を生じさせてはなら
ないと考えており、導入時期とあわせて、費用
負担のあり方や支援のあり方を検討していき
ます。

3

質問者　市民クラブ　鈴木　秀尚 担　当　学校教育課 ・ スポーツ課 ・ 文化・生涯学習課
部活動の地域移行について

【質 問】国は来年度からの3年間で、先ずは休日部活動
について集中的に地域移行を進める方針を示してい
る。①本市では、どのように地域移行を進めていくの
か。現状の課題や今後の進め方について教育委員会
の考えを問う。②地域移行の受け皿となり得る側の文
化スポーツ部としては、この課題をどのように捉えてい
るのか、検討状況や今後の取組みについて問う。

【答弁】①休日に活動している部活動181部を全て移行できる受け
皿が地域に無いため、当面の間は、学校管理下から市教委管理下
の活動に移行し、指導員確保に向け、希望する教員の兼業・兼職の
仕組みの構築を検討します。②本市の教育委
員会が進めている地域移行にかかる検討状況
の共有や国等の情報収集を行っています。今
後も地域移行の方向性に基づき、教育委員会
等と連携を図り、地域移行が円滑に進むよう
努めていきます。

2

かすがい市議会だより

道風くん

市政全般にわたる問題について質問します市政全般にわたる問題について質問します

　今回の定例会では、14人の議員が市の考え方
や方針など、市政全般にわたり、28項目の一般
質問を行いました。

　一般質問は、市当局に対し施策・事業などの現状や将来計画の考え方など、
市民に密着した問題をただすため行うものです。
　各議員の質問と当局の答弁を、要旨で掲載しています。
　（一般質問については、質問者から提出された原稿で掲載しています。）
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議案番号 件　　　　　　　　名
決算　　11件

補正予算案　　5件

条例案　　　4件

一般議案　　　　8件

人事案件　　1件

議員提出議案　　2件

♦議案等の議決結果
　議案

請願番号 請　　願　　名議決結果

議決結果 議案番号 件　　　　　　　　名議決結果

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願書請願第4号

私立高校に子どもを通わせる保護者に対する授業料助成金の拡充を求める請願書請願第5号

採択

採択

63
64

65

66

79

67

68

69

70

71

72

73
74
75
76
77

78

80

令和３年度一般会計歳入歳出決算
令和３年度公共用地先行取得事業特別
会計歳入歳出決算
令和３年度国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算
令和３年度後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算
令和３年度介護保険事業特別会計歳
入歳出決算
令和３年度民家防音事業特別会計歳
入歳出決算
令和３年度春日井インター北企業用地
整備事業特別会計歳入歳出決算
令和３年度潮見坂平和公園事業特別
会計歳入歳出決算
令和３年度春日井市民病院事業会計決
算
令和３年度水道事業会計決算
令和３年度公共下水道事業会計決算

令和４年度一般会計補正予算（第４号）
令和４年度国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）
令和４年度後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第１号）
令和４年度介護保険事業特別会計補正
予算（第１号）
令和４年度一般会計補正予算（第５号）

職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例

医療費の支給に関する条例の一部を改正
する条例
自転車等駐車場条例の一部を改正する条
例
手数料条例の一部を改正する条例

クリーンセンター第２工場基幹的設備改
良工事の請負契約
クリーンセンター第１工場火災復旧修繕
の請負契約
財産の処分
食缶等の取得
台車等の取得
ＰＥＮ食器の取得
令和３年度水道事業会計未処分利益剰
余金の処分
損害賠償の額の決定

公平委員会委員の選任の同意

定数改善計画の早期策定・実施と義務教
育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求
める意見書
国の私学助成の拡充に関する意見書

請願

♦議案等の表決結果 ※議案等について賛否の分かれた案件のみ掲載しています。

※「〇」…賛成、「×」…反対の意味です。　※共産党＝日本共産党春日井市議会議員団の略です。
※議長は表決に参加しません。
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質問者　無会派　加藤　たかあき 担　当　都市政策課
おもいやりベンチの設置について

【質 問】春日井市内のバス乗降者数は一日あたり、
1万1000人でバス停留所は路線バス318箇所、シティ
バス258箇所となっております。うちベンチが正式に完
備してあるのは10箇所のみとなっております。他に病院
のバス停や道端でもベンチがあることで、一息付けて
助かることも多いと感じております。バス停やまちなか
ベンチの設置施策と地域要望の設置について問う。

11

質問者　市民クラブ　小原　はじめ 担　当　学校教育課
良好な教育環境の整備について

【質 問】①文部科学省の調査結果において、教員が足
りず学校に本来配置するはずの人数を満たせない状態
があると発表されるなか、本市の令和4年度当初の教
員定数とその充足状況について問う②放課後なかよし
教室、サマースクールかすがいにおいて、運営スタッフ
の安定した確保のための仕組みとサマースクールかす
がいの受け入れ開始時間を前倒しすることを問う。

10

質問者　共産党　原田　祐治 担　当　教育総務課
奨学金について

【質 問】大学の学費は高額である上に、奨学金を借り
ればその返還が重荷になる。この数十年で学費は値上
がりする一方、労働者の実質賃金は低下している。大
学で学んだ学生は働き手となり社会を支える点から
も、公的に学びを支えることは重要であると考える。そ
こで①市独自の奨学金を創設する考えについて②奨
学金の返還を支援する考えについてそれぞれ問う。

14

質問者　共産党　宮地　ゆたか 担　当　都市政策課
シティバス等の割引について

【質 問】知人が75才前に運転免許証を返納し、お金を
出して運転経歴証明書を貰い、シティバスを利用した
時に見せたら、これでは割引できないと言われました。
運転経歴証明書を使える様に出来ないか？それがダメ
なら、バス等を使って市役所へ運転免許自主返納者カ
ードを貰いに行く事も大変なので、ふれあいセンター
等で発行できるように改善する考えを問う。

13

質問者　共産党　伊藤　建治 担　当　上下水道経営課
下水道事業について

【質 問】河川も名古屋港も水質改善された。国は下水道
だけでなく合併浄化槽、集中浄化槽も適正な汚水処理
方法とし普及率は2026年に95％になる。下水道整備は
市の財政にも大きな負担で、整備地区の市民にも受益
者負担金、接続の工事、浄化槽の廃止費用など負担を求
める。使用料は1.5倍に値上げ。次の整備は必要としてい
る所を選定もしくは一度中断すべきではないか。

12

質問者　公明党　田口　よしこ 担　当　健康増進課 ・ 子ども政策課
グリーフケアの取り組みについて

【質 問】大切な人を失った悲しみ、不安定な状態をグ
リーフと言います。相談員が寄り添い、援助すること
をグリーフケアと言います。①本市におけるグリーフ
ケアの認識、周知、啓発について問う。周産期（妊娠
22週から出生後7日未満までの期間）の死も含めて、
子どもとの死別は、近親者との死別の中でも特にグリ
ーフが強い、②周産期グリーフケアについて問う。

【答弁】①グリーフケアは、悲嘆を抱える方に寄り添い、心情に配慮したき
め細やかな対応で、適切な支援につなげるものと考えます。今後、市のホ
ームページ等において、相談支援やピアサポート等の情報提供に努めま
す。②子育て世代包括支援センターでの相談、県の相談機関の紹介、保
健師等による状況に応じた継続的な支援をしています。また、流産や死
産後の心情に配慮し、母子保健サービスの連絡等を停止しています。

6

質問者　公明党　小林　のぶ子 担　当　健康増進課
帯状疱疹の予防について

【質 問】コロナ禍において帯状疱疹にかかる方が増え
ているといわれている。80歳までに約3人に1人が発症
するといわれており、早期に治療を始めなければ合併症
や後遺症の可能性も高くなる。予防のためにはワクチン
接種が有効であるが、任意接種のため費用負担が大き
い。早期治療を始めるための市民への情報発信と予防
接種のための費用助成に関して市の考えを問う。

【答弁】帯状疱疹の予防には、免疫力を低下させないよう、適切な
体調管理を行うことや、重症化を防ぐためにも医療機関への早め
の受診が大切です。帯状疱疹ワクチンは、発
症率の低減と重症化を予防し、市民の皆様の
健康で元気な生活を守るためにも、重要な施
策と認識しています。助成の導入については、
市医師会と情報交換を行い、他市における費
用対効果や対象者の範囲などを参考にし、実
施に向けて検討しています。

5

質問者　公明党　田中　千幸 担　当　農政課
本市の農地の活用について

【質 問】最近、身近な農地がコンビニや企業用地に変
わっており、農地の減少を感じる。我が国の食料自給
率を高める重要性が指摘されている。そこで、市内の
農地面積とその内の市街化区域内農地の割合を問
う。また、平成４年以降、解除された生産緑地の面積を
問う。また、障がい者就労のため、事業者が農地を取
得して活用することは可能なのかを問う。

【答弁】本年１月１日現在では、市内の農地面積は832.2ヘクタール
で、その内の市街化区域内農地は約21パーセントを占めています。
生産緑地については、平成４年以降、31ヘクタールが解除されてい
ます。また、事業者が農地を取得するために
は、農地法に定める一定の要件を満たす農地
所有適格法人である必要がありますが、例外
として、社会福祉法人が障がい者の就労のた
め、農地を取得して活用することは可能です。

9

質問者　公明党　佐々木　けいすけ 担　当　市民安全課
防犯カメラ付きＬＥＤ防犯灯について

【質 問】ここ数年、防犯カメラが付いたLED防犯灯が販
売されています。安全・安心で犯罪抑止にもつながるこ
とから①市への寄贈と補助制度を活用した防犯カメラ
と、町内管理されているLED防犯灯の設置数について
②今後普及する防犯カメラ付きLED防犯灯の設置、取
組みの考えについて③防犯カメラ付きLED防犯灯も器
機設置費と電気料金の補助対象になるのか問う。

【答弁】①防犯カメラの設置数は、市への寄贈が156台で、補助制
度によるものが260台です。ＬＥＤ防犯灯の設置
数は約1万6500灯です。②防犯灯の明かりが防
犯カメラの夜間照明になることから、設置につい
ては、防犯カメラとして考えています。③設置費
用は現行の補助制度による対象となります。電
気料金は現在のところ、補助制度はありません
が、既存の防犯カメラへの補助も含め、調査研
究していきます。

8

質問者　市民クラブ　伊藤　あんな 担　当　公園緑地課
公園の利用・整備について

【質 問】インクルーシブ公園とは障がいのある子も一
緒に遊ぶことができる遊具や設備を整備した公園の
ことで、近年広がりをみせています。①本市での現状
について。②今後の整備について、落合公園にインク
ルーシブ遊具を整備する考えについて問う。また公園
での禁止事項となっている花火遊びについて③条件
を緩和する考えがないか問う。

【答弁】①本市においてインクルーシブの理念を取り入れた遊具整
備の実績はありません。②落合公園では「誰でも、自由に、使いやす
い」公園となるようバリアフリー化を進めていることから、インクル
ーシブ遊具の設置についても引き続き調査
研究していきます。③公園での花火利用につ
いては、市民から多くの問い合わせがあるこ
とから、近隣市町の状況や、地元区や町内会
の意見も踏まえ、試行的に許可することなど
を今後検討していきます。

7

【その他の質問事項】
■子どもの家の利用について

【答弁】①今年度当初の教職員定数は、1421人ですが、小学校４校で４
人、中学校３校で３人の常勤講師が確保できず、校務主任が担任を兼務
したり、複数の非常勤講師を１人分として配置したりしています。②週３
日勤務の導入、給与の改善など、職員の働きやすさ、待遇の向上に努め、
求人活動も様々な媒体での周知に努めています。受け入れ開始時間の
前倒しは、従事者の確保が困難なため現在のところ考えていません。
【その他の質問事項】
■観光によるにぎわい創出について

【答弁】バス停やまちなかのベンチの設置については、歩道の幅員や
通行状況、周辺の施設や住居の立地状況などを総合的に勘案した上
で判断する必要がありますが、バス停ベンチに限らず、民有地で設置
される場合等を含めて、他市での取り組みを調査研究します。また、
地域でのイベントなど自治会等からベンチ設置のご相談をいただい
た際には、現地を調査する等できる限りご協力できるよう努めます。
【その他の質問事項】
■ドローン飛行について

【答弁】公共下水道整備は、公共用水域の水質保全だけでなく、公
衆衛生の向上による生活環境の改善、ひいては都市基盤として、ま
ちの価値の向上にもつながります。今後の長期にわたる市の将来
を見据え、また、投資効果などについても十分に勘案しながら区域
を選定し、効率的かつ効果的な整備を進めていきます。

【その他の質問事項】
■公共交通、高齢者の移動支援について  ■学習支援事業について
■学校の制服について　　　　　　　　 ■新型コロナの対応について

【答弁】運転経歴証明書を直接運転手に見せて割引を受けることは、運行事業者
から、運転免許証と見分けがつきにくい、住所の確認が必要になる等、安全運行
に努める上で運転手の負担となるとの意見があり、現行のカード発行とした経緯
があることから、運転経歴証明書での割引は行っていませんが、交付場所を増設
することやインターネットでの申請等について、関係機関等と調整します。

【その他の質問事項】
■子どもの新型コロナワクチン接種率について
■小学校低学年の読解力育成について　　　■土地開発公社について

【答弁】①他の奨学金制度が拡充されており市独自の制度を創設しない
考えに変わりはありません。②市では、市内中小企業の人材確保と労
働者の経済的負担軽減を図るため、従業員への奨学金等の返済支援
制度を設けている市内中小企業に対し、市独自の返済支援補助金制
度を創設しており新たな制度を創設する考えはありません。

【その他の質問事項】
■就学援助について　　　　　■県政150周年記念行事について
■踏切の安全対策について　　■避難所でのエアコンの使用について
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質問者　無会派　加藤　たかあき 担　当　都市政策課
おもいやりベンチの設置について

【質 問】春日井市内のバス乗降者数は一日あたり、
1万1000人でバス停留所は路線バス318箇所、シティ
バス258箇所となっております。うちベンチが正式に完
備してあるのは10箇所のみとなっております。他に病院
のバス停や道端でもベンチがあることで、一息付けて
助かることも多いと感じております。バス停やまちなか
ベンチの設置施策と地域要望の設置について問う。

11

質問者　市民クラブ　小原　はじめ 担　当　学校教育課
良好な教育環境の整備について

【質 問】①文部科学省の調査結果において、教員が足
りず学校に本来配置するはずの人数を満たせない状態
があると発表されるなか、本市の令和4年度当初の教
員定数とその充足状況について問う②放課後なかよし
教室、サマースクールかすがいにおいて、運営スタッフ
の安定した確保のための仕組みとサマースクールかす
がいの受け入れ開始時間を前倒しすることを問う。

10

質問者　共産党　原田　祐治 担　当　教育総務課
奨学金について

【質 問】大学の学費は高額である上に、奨学金を借り
ればその返還が重荷になる。この数十年で学費は値上
がりする一方、労働者の実質賃金は低下している。大
学で学んだ学生は働き手となり社会を支える点から
も、公的に学びを支えることは重要であると考える。そ
こで①市独自の奨学金を創設する考えについて②奨
学金の返還を支援する考えについてそれぞれ問う。

14

質問者　共産党　宮地　ゆたか 担　当　都市政策課
シティバス等の割引について

【質 問】知人が75才前に運転免許証を返納し、お金を
出して運転経歴証明書を貰い、シティバスを利用した
時に見せたら、これでは割引できないと言われました。
運転経歴証明書を使える様に出来ないか？それがダメ
なら、バス等を使って市役所へ運転免許自主返納者カ
ードを貰いに行く事も大変なので、ふれあいセンター
等で発行できるように改善する考えを問う。

13

質問者　共産党　伊藤　建治 担　当　上下水道経営課
下水道事業について

【質 問】河川も名古屋港も水質改善された。国は下水道
だけでなく合併浄化槽、集中浄化槽も適正な汚水処理
方法とし普及率は2026年に95％になる。下水道整備は
市の財政にも大きな負担で、整備地区の市民にも受益
者負担金、接続の工事、浄化槽の廃止費用など負担を求
める。使用料は1.5倍に値上げ。次の整備は必要としてい
る所を選定もしくは一度中断すべきではないか。

12

質問者　公明党　田口　よしこ 担　当　健康増進課 ・ 子ども政策課
グリーフケアの取り組みについて

【質 問】大切な人を失った悲しみ、不安定な状態をグ
リーフと言います。相談員が寄り添い、援助すること
をグリーフケアと言います。①本市におけるグリーフ
ケアの認識、周知、啓発について問う。周産期（妊娠
22週から出生後7日未満までの期間）の死も含めて、
子どもとの死別は、近親者との死別の中でも特にグリ
ーフが強い、②周産期グリーフケアについて問う。

【答弁】①グリーフケアは、悲嘆を抱える方に寄り添い、心情に配慮したき
め細やかな対応で、適切な支援につなげるものと考えます。今後、市のホ
ームページ等において、相談支援やピアサポート等の情報提供に努めま
す。②子育て世代包括支援センターでの相談、県の相談機関の紹介、保
健師等による状況に応じた継続的な支援をしています。また、流産や死
産後の心情に配慮し、母子保健サービスの連絡等を停止しています。

6

質問者　公明党　小林　のぶ子 担　当　健康増進課
帯状疱疹の予防について

【質 問】コロナ禍において帯状疱疹にかかる方が増え
ているといわれている。80歳までに約3人に1人が発症
するといわれており、早期に治療を始めなければ合併症
や後遺症の可能性も高くなる。予防のためにはワクチン
接種が有効であるが、任意接種のため費用負担が大き
い。早期治療を始めるための市民への情報発信と予防
接種のための費用助成に関して市の考えを問う。

【答弁】帯状疱疹の予防には、免疫力を低下させないよう、適切な
体調管理を行うことや、重症化を防ぐためにも医療機関への早め
の受診が大切です。帯状疱疹ワクチンは、発
症率の低減と重症化を予防し、市民の皆様の
健康で元気な生活を守るためにも、重要な施
策と認識しています。助成の導入については、
市医師会と情報交換を行い、他市における費
用対効果や対象者の範囲などを参考にし、実
施に向けて検討しています。

5

質問者　公明党　田中　千幸 担　当　農政課
本市の農地の活用について

【質 問】最近、身近な農地がコンビニや企業用地に変
わっており、農地の減少を感じる。我が国の食料自給
率を高める重要性が指摘されている。そこで、市内の
農地面積とその内の市街化区域内農地の割合を問
う。また、平成４年以降、解除された生産緑地の面積を
問う。また、障がい者就労のため、事業者が農地を取
得して活用することは可能なのかを問う。

【答弁】本年１月１日現在では、市内の農地面積は832.2ヘクタール
で、その内の市街化区域内農地は約21パーセントを占めています。
生産緑地については、平成４年以降、31ヘクタールが解除されてい
ます。また、事業者が農地を取得するために
は、農地法に定める一定の要件を満たす農地
所有適格法人である必要がありますが、例外
として、社会福祉法人が障がい者の就労のた
め、農地を取得して活用することは可能です。

9

質問者　公明党　佐々木　けいすけ 担　当　市民安全課
防犯カメラ付きＬＥＤ防犯灯について

【質 問】ここ数年、防犯カメラが付いたLED防犯灯が販
売されています。安全・安心で犯罪抑止にもつながるこ
とから①市への寄贈と補助制度を活用した防犯カメラ
と、町内管理されているLED防犯灯の設置数について
②今後普及する防犯カメラ付きLED防犯灯の設置、取
組みの考えについて③防犯カメラ付きLED防犯灯も器
機設置費と電気料金の補助対象になるのか問う。

【答弁】①防犯カメラの設置数は、市への寄贈が156台で、補助制
度によるものが260台です。ＬＥＤ防犯灯の設置
数は約1万6500灯です。②防犯灯の明かりが防
犯カメラの夜間照明になることから、設置につい
ては、防犯カメラとして考えています。③設置費
用は現行の補助制度による対象となります。電
気料金は現在のところ、補助制度はありません
が、既存の防犯カメラへの補助も含め、調査研
究していきます。

8

質問者　市民クラブ　伊藤　あんな 担　当　公園緑地課
公園の利用・整備について

【質 問】インクルーシブ公園とは障がいのある子も一
緒に遊ぶことができる遊具や設備を整備した公園の
ことで、近年広がりをみせています。①本市での現状
について。②今後の整備について、落合公園にインク
ルーシブ遊具を整備する考えについて問う。また公園
での禁止事項となっている花火遊びについて③条件
を緩和する考えがないか問う。

【答弁】①本市においてインクルーシブの理念を取り入れた遊具整
備の実績はありません。②落合公園では「誰でも、自由に、使いやす
い」公園となるようバリアフリー化を進めていることから、インクル
ーシブ遊具の設置についても引き続き調査
研究していきます。③公園での花火利用につ
いては、市民から多くの問い合わせがあるこ
とから、近隣市町の状況や、地元区や町内会
の意見も踏まえ、試行的に許可することなど
を今後検討していきます。

7

【その他の質問事項】
■子どもの家の利用について

【答弁】①今年度当初の教職員定数は、1421人ですが、小学校４校で４
人、中学校３校で３人の常勤講師が確保できず、校務主任が担任を兼務
したり、複数の非常勤講師を１人分として配置したりしています。②週３
日勤務の導入、給与の改善など、職員の働きやすさ、待遇の向上に努め、
求人活動も様々な媒体での周知に努めています。受け入れ開始時間の
前倒しは、従事者の確保が困難なため現在のところ考えていません。
【その他の質問事項】
■観光によるにぎわい創出について

【答弁】バス停やまちなかのベンチの設置については、歩道の幅員や
通行状況、周辺の施設や住居の立地状況などを総合的に勘案した上
で判断する必要がありますが、バス停ベンチに限らず、民有地で設置
される場合等を含めて、他市での取り組みを調査研究します。また、
地域でのイベントなど自治会等からベンチ設置のご相談をいただい
た際には、現地を調査する等できる限りご協力できるよう努めます。
【その他の質問事項】
■ドローン飛行について

【答弁】公共下水道整備は、公共用水域の水質保全だけでなく、公
衆衛生の向上による生活環境の改善、ひいては都市基盤として、ま
ちの価値の向上にもつながります。今後の長期にわたる市の将来
を見据え、また、投資効果などについても十分に勘案しながら区域
を選定し、効率的かつ効果的な整備を進めていきます。

【その他の質問事項】
■公共交通、高齢者の移動支援について  ■学習支援事業について
■学校の制服について　　　　　　　　 ■新型コロナの対応について

【答弁】運転経歴証明書を直接運転手に見せて割引を受けることは、運行事業者
から、運転免許証と見分けがつきにくい、住所の確認が必要になる等、安全運行
に努める上で運転手の負担となるとの意見があり、現行のカード発行とした経緯
があることから、運転経歴証明書での割引は行っていませんが、交付場所を増設
することやインターネットでの申請等について、関係機関等と調整します。

【その他の質問事項】
■子どもの新型コロナワクチン接種率について
■小学校低学年の読解力育成について　　　■土地開発公社について

【答弁】①他の奨学金制度が拡充されており市独自の制度を創設しない
考えに変わりはありません。②市では、市内中小企業の人材確保と労
働者の経済的負担軽減を図るため、従業員への奨学金等の返済支援
制度を設けている市内中小企業に対し、市独自の返済支援補助金制
度を創設しており新たな制度を創設する考えはありません。

【その他の質問事項】
■就学援助について　　　　　■県政150周年記念行事について
■踏切の安全対策について　　■避難所でのエアコンの使用について
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「七五三詣り」　コロナ禍により、中止を余儀なくされていた地域の行事が久しぶりに開催されました。私自身も育ったこの町で、この神社で息子の健やか
な成長を感謝、祈願した日の思い出の一枚です。脱いだ着物は破れ、足元のスニーカーも良い思い出です。　　　撮影者：松井 夏海　撮影場所：坂下神社

■視覚障がいのある方に、本紙を音訳した「声のかすがい市議会だより」（カセットテープ又はＣＤ）を郵送します。
　事前に登録が必要ですので、ご希望の方はご連絡ください。

編
集
後
記
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8

委 員 会 開 催 状 況
○　文教経済委員会（８月１６日）
　　報告事項
　　　１　春日井市観光によるにぎわい創出基
　　　　　本計画（中間案）について
　　　２　株式会社ホテルプラザ勝川の経営状
　　　　　況について
　　　３　令和４年度教育に関する事務の点検
　　　　　及び評価報告書について
○　厚生委員会（８月１７日）
　　報告事項
　　　１　社会福祉法人春日井市社会福祉協議
　　　　　会の経営状況について
　　　２　保育園の整備について
○　建設委員会（８月１８日）
　　協議事項
　　　１　公共交通整備に係る要望活動について
　　報告事項
　　　１　市営下原第２住宅について
　　　２　旧西藤山台小学校施設公共管理区域
　　　　　の整備について
　　　３　潮見坂平和公園合葬式墓地の制度設
　　　　　計について
　　　４　下水道事業受益者負担金について
○　総務委員会（８月１９日）
　　報告事項
　　　１　土地開発公社の経営の健全化に関す
　　　　　る計画の実施結果について
○　文教経済委員会（9月14日）　
　　付託議案11件、請願2件
○　厚生委員会（9月15日）　付託議案9件
○　建設委員会（9月16日）　付託議案8件
○　総務委員会（9月20日）　付託議案5件
○　総務委員会（9月29日）　付託議案1件
○　厚生委員会（9月29日）　付託議案1件
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※Ｅメールで応募いただく場合、容量制限（本文と添付ファイルの合
計３ＭＢ以下）があるため、複数の写真をＥメールで応募される場
合等は、事前に議事課へご連絡ください。
※詳しくは春日井市議会ホームページをご覧ください。
https://www.city.kasugai.lg.jp/shigikai/1020123.html
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▽12月  5日（月）  　9:00～　文教経済委員会
▽12月  6日（火）  　9:00～　厚生委員会
▽12月  7日（水）     9:00～　建設委員会
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、
歳
入
・
歳
出
、

ど
ち
ら
も
、
通
常
と
は
異

な
る
行
財
政
運
営
が
な
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

今
後
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代

を
見
据
え
、
市
民
の
皆
様

の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
議

会
で
の
活
発
な
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、

よ
り
市
議
会
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

議
会
報
編
集
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
親
し
み
や

す
い
市
議
会
だ
よ
り
に
す

る
た
め
今
後
も
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。編

集
委
員
一
同

▽12月  8日（木）   　9:00～　総務委員会
▽12月12日（月）    10:00～　本会議(一般質問)
▽12月13日（火）    10:00～　本会議(一般質問)
▽12月15日（木）    10:00～　本会議(採決)
※議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

次号２月発行第122号の表紙写真を12月14日まで受け付けています。
編集の都合により、過去に春日井市議会議長賞を受賞した作品（書・ポ
スター等）を掲載することがあります。


